
均 真 率 曹

季 刊 第 36●巻-Ⅳ

原 著

21. 浸透殺虫剤の施用法に関する基礎的研兜 (ⅠⅠⅠ)

バミドチオンの水稲およびミカンにおける動向について

石,W.文雄 ･諸膝田夫 ･豊田一郎･･･-･159

22. ハダニの Dicofol拡抗性の作用横柄

(1)ミカンハダニ雌成虫に泣布処理した SH-dicofolの動向

田畑肪n･:･斉藤哲夫･･････169

23. カーバメート系殺虫剤抵抗性のツマグロヨコバイについて

LLm俊一 ･浜 弘司- -･174

24. イエバエに対するジメス1)ンと合成共力剤の共力効卿 こついて

ピレスロイドの生物訪欧に関する研究 第4報

はm四郎 ･武符和雄--179

25. レスメスリン,ブロスリンのイエバエ及びアカイエカに対する効力比校

ピレスロイドの生物試験に関する研兜 拾5印

武荷和雄 ･大神 弘 ･林 兄兜 ･況m四郎･･････184

綜 説

有機 ')ン殺虫剤と環境件全 (II)

抄 録

財団法人 防 虫 科 学 研 究 所

京 都 大 学 内

昭 和 46年12月

田本純之-･･･189

- ･-188,222



防 虫 科 学

拓 集 委 員

主 幹 武 居 三 吉

円 田 俊 郎 大 野 稔 中 島 稔

石 井 象 二 郎 井 上 雄 三 深 海 浩

投 稿 規 定

1. 防虫科学に関する研究報文.綜説ならば艶でも投稿できる.ただし原稿の取掛ま網袋委員会できめる.

また原稿の字句については加除修正を行なうことがある.

2. 枚文は邦文または欧文とし.邦文には欧文の,欧文には邦文の要約を添える.表題,著者名および所属

磯閑名などは邦文 ･欧文両者を併記する.

3. 邦文原稿は原則として本誌規定の原稿用紙 (400字詰50枚100円)を用いる.欧文はタイプライター用紙

にタイプライターでダブルスペースに打つ.邦文原稿の写異.表および図の説明は欧文とする.

4.邦文は乎かな.新かな使いとし.欧語音読には片かなを用いる.ただし物質名,人名などは欧文のまま

とする.図は白紙または常緑方眼紙にていねいに塾暫し.原稿とは別紙とする.不完全な図はトレーシング費

用を負担してもらうことがある.

5. 肋岨物の学名の下には 巻付ける (例 :Chilosuppressalisイタ1)ックとなる).和名は片かな

を用いる.数字はすべてアラビア数字を用い.数塁の単位はメートル法による.単位および術語の略字は本既

刊紙を参府されたい.

6. 句読点,カッコは1回を与える.ハイフンは区画の罫線の上に明瞭にやく.本文中の引用文献番号はカ

ッコを付けて眉に小さく甘く.文献は報文の扱後に通し番号の頓に列記し.著者名.雑誌名(宙名),執 買.

年号の頓に記し,巻数には..… ..を付ける (例:(1)StevensonE･andWyattG･R.:Aj里垣･Biochem･

辿 ･翌･65･1966)･邦文雑誌名は日本化学給党,欧文雑誌名は ChemicalAbstracts･Biological

Abstractsの規定の略名に従う.

7. 校正は原則として初校に限り著者が行なう.

8. 別刷は50部脳皇する.それ以上の希望数に対しては50部を単位とし,末男を申受ける (当分刷上がり】

頁6円の計罪による).

9. 原揃の送付には送状を付し,発送年月P,連絡先,原稿枚数.写真および図･真数,別刷煎誹秋などを

記入する.原稿の郵送は中田とし,校正は速達とする.

投稿その他の前掛 こ関する迷路は下記にされたい.

京都市左京区北 白川 京都大学出学部

良薬研究施設 石井象二郎 (771)8111 円 4669



防 虫 科 学 第 36 巻-ⅠⅤ

抄 録

Thujicacid のジエチル7マイド:ネッタイシマ

カの忌避物質

DietIlylamideofThujicAcid:APotentRepel･

lentofAedesaegybti.Ⅴ.Hach&E.C.McDonald,
Science,174,144(1971).

ヒノキの1種 (westernredcedar,ThujaPlicata

Donn)の材は,殆んど虫がつかないと云われている.

しかし,この材の化学成分は,thujicacid(Ⅰ)以外

あまり知られていないので,この酸を中心に種々のア

マイドをつくり昆虫に対する忌避作用を調べた.既知

の N,N-diethyトm-toluamideと比較すると thujic

acidのアマイド額は,環のメチル基と側鎖の窒素の

距離が殆んど同じであることが認められた.これが,

忌避作用をもつ一因であろう.

合成したアマイドは,袋にまとめてある.一般式は

Ⅰで,化合物はIaからIlまである.これらの化合

物を米田思務省及びカナダ林業 ･漁業省の各研究所で

スクリ-ニングした.方法は,木綿製の靴下0.093mB

当り各化合物3.3gで処理したものに腕を入れてネッ

タイシマカのケージに1分間入れる.これを1日から

7日間陶で5匹のカが吸血するようになるまで続けた.

その結果, Idが50日間吸血しなかった.比較のため

の dimethylphthalateは11日から22日であった.特

に強い忌避作用を示した化合物に,thujicacid とは

関係がないが,2-buty1-2-ethyト1,3-propandiolで

196日であった.

ワモンゴキブリとチャバネゴキブリに対する忌避作

用は雌雄各10匹を隣接したボール函に入る数を数えた.

この商は二つあって,-つはプランクーつは,忌避剤

を塗布した.この方法で,槙準にしたFencholicacid

よりもIdは,35%強い作用があった.

このような結果から忌避剤には,一般に〃にこっの

アルキル基の置換したものが効力を示すと考えられる.

しかしカに効力があってもゴキブリに効力のないもの

もある.また,特に注目に価するのは,IcとIgの
二つがネッタイシマカにかなりの誘引作用をもつこと

である.培準にしたL(+)乳酸とは揮発性が違うので

竃接比較することは難しい.(高橋正三)

cH,i o" Chi卓 "く …三
Ⅰ. Ⅱ.

Ⅰ式における置換基

I RI R2

a CHS H

b CHa CH8

c c2H6 H

d C2H古 C2H6

e A-C̀H9 H

f n-C▲H9 n-C-Hl

g Cyclohexyl 班

h CH2-C6H6 H

1 01ccHrOCH3 H

J p-CeHrCI H

k thiazolyl H

l (CH2)6
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